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の
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魚
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統
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論
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け
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研

究

紀
州
家
名
日
金

-

I

長
期
景
気
波
動

Jヾ
世
界
恐
慌

･

助
郷
制
度
に
就

い
て

･

論

l
粥

世
界
不
況
謂

如
国
際
貸
付
銀
行
業

印
度
裁
道
の
世
界
的
地
位
に
裁
て

世
界
経
済
論
の
封
立
に
裁
て

･

附

録

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

V

法
華
博
士

･
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稚
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長
期
長
泉
波
動
と
世
界
恐
慌

第
三
十
g
I食

五
六
六

第
三
味

I
〇
二

柴

田

敬

長
期
景
気
波
動

LP)
世
界
恐
慌

は

し

が

き

1
A
L
..
1.1=･ご
､lL
,
･
･71]∵
J
P
極
め
-J棚
へ幡
沸
き
問
題
で
は
克
子
刀

乳
.
絞
め
て
舶
雛
な
TG
問
鶴
で
あ

り
､
其

の
大
要
を
究
め
る
事
す
.b
､
未
熟
な
る
筆

者
の
到
底

能
-
せ
ざ
る
軒
で
あ
る
｡
本
稿
は
'
こ
れ
ま
で
多
-
の
権
威
者
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た

朗

の
諸
診
断
を
止
揚
せ
る
ヨ
-
包
楯
的
な
る
解
答
を
輿

へ
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
決
し
て
撫
-
､
且
に
､
所
謂
長
期
長
束
波
動

の
1
班
一tJ

研
究
し
其
の
序

に
'
其

の
親
角
か
ら
竹
的
面
の
問
題
に
封
し
て

1
管
見
を
試
み
る
に
過
.～Jた

い
o

Z

最
期
豊
最
波
動
の
腹
囲

本
誌
前
髄
に
於
で
私
は
'
長
期
景
気
波
動
の
革
質
を
観
察
し
'
其
の
事
軍

で
大
髄
に
於
で
否
定
し
難
き
も
の
と

し
た
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
は
'
従
来
ー
或
は
資
本
主
義
的
敢
骨
構
造
其
の
も
の
に
内
在
す
る
回
蹄
的
壁
動
と
解
さ

れ
'
或
は
偶
然
的
な
る
慶
動
と
解
さ
れ
て
ゐ
る
.
本
節
に
於
て
私
の
金
団
す
る
所
は
'
此
等
の
説
を
吟
暁
し
っ
つ

長
期
景
気
波
動
の
頗
凶
を
究
め
る
事
で
あ
る
が
.
こ
こ
で
は
'
按
-
得
る
所
の
資
料
の
関
係
上
か
ら
で
も
既
に
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

一
鷹
の
解
樺
ヨ
リ
以
上
に
は
出
で
得
な
い
事
情
の
下
に
あ
る
と
言
ふ
事
を
'
先
づ
'
こ
と
わ
ら
ね
ば
な
ら
L･.
い
｡

長
期
景
気
波
動
を
'
資
本
主
義
的
蔽
曾
構
造
其
の
も
の
に
内
在
す
る
所
の
固
辞
的
発
動
を
観
す
る
事
は
'
晩
に



早
-
か
ら
行
ほ
れ
て
ゐ
る
Q
二
十
世
紀
の
初
頭
に
常
っ
て

｢
十
九
世
紀
の
後
半
期
は
不
況
期
で
あ
っ
て
各
方
面
と

も
不
況
で
あ
っ
た
が
'
今
や
再
び
九
十
年
代
の
産
業
復
興
と
共
に
は
ぢ
ま
っ
た
所
の
資
本
主
義
的
馨
展
の
躍
進
期

e7

に
あ
る
｣
と
論
じ
'
斯
う
し
た
思
想
の
先
撃
買
㌧
L
l
,Lと
･",
れ
て
ゐ
る
所
の

T..tr′,e
s
論
文
が
如
何
y

o
も
の
で

あ
っ
た
か
は
詳
に
さ
れ
待
な
い
が
'

一
九

一
三
年
に
馨
表
さ
れ
'
英
米
白
牙
満
等
の

一
八
五
C
｢

7
九

二

年

の

物
債
を
し
ら
べ
'

一
八
五

〇
-
七
三
は
上
向
期
､

一
八
七
三
-
九
五
は
下
向
期
'

二
八
九
六
-
現
在
(
一
九

山
三
)

は
上
向
期
で
あ
る
事
を
明
に
し
,.
色
々
の
統
計
に
よ
っ
て
長
期
景
気
波
動
と
産
業
､
変
通
､
取
引
F.
利
率
等
と
の

蘭
係
を
し
ら
ベ
F

i
八
五

O
I
些

二
年
は
馨
達
速
度
が
大
で
あ
り
r.
其
後
事
情
は

i
麺
L
p
各
観
は
其
の
園
内
市

場
を
ヨ
リ
よ
-､搾
収
す
る
駕
め
に
㈲
枚
障
壁
を
焼
ら
U
r.
産
物
の
潮

目を
循
る
満
暁
に
鑑
に
櫨
挽
地
に
手
数
つ
け

た
が
'
恰
も
前
の
上
向
期
が
域
､
銅
'
運
蓬
莱
に
よ
っ
て
放
つ
L
l横
に
'
金
の
馨
鬼
と
電
気
工
業
の
異
常
の
馨
蓮

I.･)

に
よ
っ
て
'
再
び
上
向
期
が
始
っ
た
t
と
論
じ
た
と
言
は
れ
'
且
つ
'
長
期
景
気
波
動
に
関
す
る
最
初
の
ま
と
ま

っ
た
研
究
と
言
は
れ
て
ゐ
る
所
の

G
eldere-1
の
論
文
に
於
て
は
'
既
に
'
｢
斯
-
も

1
殿
的
な
舜
動
は
地
方
的
な

原
因
や
偶
然
的
な
原
因
に
起
因
す
る
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
O
そ
れ
は
寧
ろ
'
経
済
生
活
に
於
け
る
他
の
建
動
と
同

様
に
'
資
本
主
義
制

(資
本
主
義
的
再
生
産
過
程
)
に
内
在
す
る
所
の
現
象
で
あ
る
｣
と
言
っ
た
と
言
は
れ
て
ゐ

[?

一Oi
.
此
の
思
想
は
'
年
を
同
じ
-
し
て
馨
表
さ
れ
た

A
rtatio
11
や

T
L]g
aLl･]h
raLW
W
S]my
の
研
究
に
於
て
も
窺

は
れ
る
で
あ
ら
う
｡

1
九

二
二
年
に
は
此
の
外

T
u
rro
lli
の
研
究
も
F.1さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
-
'
又
後
述
の
如
-

昔
時
幾
多
の
人
々
に
よ
っ
て
長
期
景
気
波
動
が
問
題
に
さ
れ
出
し
た
の
で
あ
る
が
'
此
の
事
は
'

1
八
七
〇
年
代

長
期
長
泉
波
動
と
世
界
恐
慌

第
三
十
g
[巷

五
六
七

第

三
波

1
0
三

I) 里に回蹄時弊動 と判 じたと思はれ るもtE)としては､ 既に十九世紀の中葉 に
於て｢約十年の恐慌回師期間 を考究 してゐるうちV=､ 現在の大肌笹 に際 し
て､,.････夏に長期のものに想到せずK..は居 られなかった､ 即ち､魂にひど
い現在のgL鑑不況 と同様にひどい ものとしては俳蘭西革命昔時の飢座 に潮
らねばならぬ､さ5すれば一期間は約五十年 になる｣ と論 じたと言 ほれ て
ゐる所 の HydeClarke:PhysICalEcorLOmy-1A Ptelimltlarylnqulryintothe



長
期
景
気
波
動
と
世
界
恐
慌

第
三
十
四
馨

五
六
八

第

三
波

10
凹

の
中
頃
よ
-
不
況
の
途
に
噂
い
だ
資
本
主
義
敢
骨
の
歩
み
を
見
て
'
既
に
崩
痕
の
期
近
し
と
属
し
た
其
の
見
通
し

が
破
れ
.
所
謂
修
正
汲
接
頭
の
地
盤
の
形
成
せ
ら
れ
て
ゐ
L
!常
時
の
事
情
を
憶
ふ
畔
'
興
味
深
き
も
の
が
あ
る
で

あ
ら
う
｡

そ
れ
は
と
も
か
-
'
此
の
思
想
は
'
大
戦
後
馨
表
さ
れ
た
所
の
'
長
期
景
気
波
動
論
上
の
主
要
文
献
と
さ
れ
て

み
る
所
の

W
c義

や

】ハ
o
nLILratiLl.rf
の
研
究
に
よ
っ
て
も
採
用
さ
れ
'
其
扱
か
な
-
贋
-
行
き
わ
L

l
つ
て
ゐ
る
.

.I.TIyFG

.!fi.
は
丑
と

し

て

i
八
二
宜
年
以
後
の
英
観
物
価
指
数
に
つ
い
て

し
ら
ペ
E

i
パ
ニ
エ,1
-
五

C
L

(下
向
)
5
..

八
五

1
-
七

三
(上
向
)
'

1
八
七
四
-

九

五

(
下
向

)'

1

八
九
六
I

l
九

一
三
(上
向
)

の

四

期
&

･tあ
げ

'

長

期
不

況
時
代
も
長
期
好
況
時
代
も
何
れ
も
'
二
循
環
年
の
恵
気
軽
動
を
含
み
'
前
者
の
場
合
に
は
其
の
端
数
で
あ
云
所

)ヽ

＼ー

＼-

の
竿
循
環
は
不
況
期
(従
っ
て
全
鰹
を
通
じ
て
見
れ
ば
'
不
好

不
好
不

)

で
あ
-
'
後
者
の
場
令
に
は
好
況
期

(従

_--
-

＼■ー

っ
て
仝
膿
を
通
じ
て
見
れ
ば
,
好
不
軒

不

聖

で
あ
る

が

に
'
長
束
慶
動
の
期
間
は
純
粋
に
は
,

)

0

.

3

0

.
)0,

9
,

U,
f
J

.

8
,

8
,

8
.

7

と
次
第
に
短
-
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
'
各
好
不
況
時
代
の
能
舞
期
間
は
､
第

1
の
時
代
は
t
10
+
10
+
5

=
93
年
'
第
二
の
時
代
は
'
5+
9
十
f)I
OI･(孝

'
第
三
の
時
代
は
t
i)+
8
+
4
-
9
1年
､
第
四
の
時
代
は
'
4
+
8
+

T
I
t9
年
で
あ
-
'
従
っ
て
理
論
的
に
は
､
第

1
の
時
代
は
､
lLqLj;.'
十
に
{'-
J芸
〇
年
迄
'
琴

一
の
時
代
は
'

1∞･W

+
2
;3
-
18
7
:3年
迄
､
第
三
の
時
代
は
t
ttqT
:二
･.2
1
-
1Lq!)A/4年
迄
'
第
四
C
.時
代
は
t
lき
4
十
二
)I
J
≡
‥養

迄
で
あ

っ
て
,
そ
れ
は
革
質
と
ほ
ぼ
解
合
す
か
と
論
じ
'
其
他
､
好
況
時
代
に
は
生
産
量
の
野
加
が
比
較
的
大
で
生
産
力

physicalLawsgoyerningthePeriod urFalnln.｡ andPar,icS(Rllilwn)rRe-
g.ster, 1847,Wllliam Stanley Jevons:Invet,t'gatlOnS Ln Ct]LrenCy and
FlnanCe′,Ⅰ909,P.203に よる)があ る｡

2) Parvus:ⅠもndelskrisISund GewerkschaTten,T9D】--1)e,selbe,DieIこar'1-
t･-J･stischePTOduktionunddL5Prolet,Tlriat,Ⅰ908(51-delV(,l庁:PEOSl,el･it王Lts-und
工)cprcss10nS-PerlOden-Derlet,endl'geMarxlSmuSLⅠ924･一一S･Ⅰ5に よる)



の
曙
加
が
比
較
的
小
で
あ
-
'
園
内
に
於
て
は
革
命
的
連
動
が
下
火
と
な
っ
て
改
良
主
義
が
有
力
と
な
-
'
対
外

的
に
は
中
和
的
競
守
が
下
火
と
な
っ
て
武
力
的
学
園
が
祈
は
れ
'
不
況
時
代
に
は
其
の
反
射
で
あ
る
事
'
好
況
時

代
の
中
頃
に
刺
子
壁
動
の
岡
が
出
水
'
好
況
代
仲
の
始
め
に
全
生
産
が
曙
加
す
る
事
も
tIbど
の
規
則
性

を
指
摘

し
'｢
こ
れ
ま
で
二
循
環
牛
の
景
気
超
勤
毎
に
不
況
縮
代
と
好
況
時
代
と
が
交
代
し
て
生
じ
て
ゐ
る
事
が
偶
然
で
な

い
と
す
る
な
ら
ば
ー

而
し
て
発
熱
算
法
上
そ
れ
を
偶
然
と
見
得
べ
き
蓋
然
性
は
殆
ん
ど
無
い
-

今
や
我
々
は

不
況
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
る
｣
と
言
っ
て
ゐ
る
っ
K
CコLlra
tic
rf
の
研
究
は
之
れ
を
吏
に
進
也
た
も
の
で
あ
っ
て

山
九
二
六
年
の
｢
融
合
科
学
及
鹿
骨
政
農
年
報
｣
誌
上
の
論
文
に
於
て
は
へ
英
米
濁
備
に
関
す
る
諸
梓
の
統
計
を
集

第
二
の
波
動
は

1
八
四
四

-

五

1
年

頃

か

ら
上

向

し
始

め

一八

七

〇
⊥

五
年
頃

か

ら
下
向

し
始
め
'
第
三
の
波
戟

は

1
八
九
〇
I
六
年
唄
か
ら
上
向
し
始
め

7
九

1
四
-
二
〇
年
頃
か
ら
下
向
し
始
め
て
ゐ
る
事
'
不
況
時
代
に
は

景
気
鼻
動
上
の
不
況
期
の
方
が
長
-
且
つ
深
軒
で
あ
る
事
'
農
業
は
不
況
時
代
に
は
其
他
の
産
業
よ
-
も
甥
-
打

撃
を
受
け
る
事
､
及
び
'
好
況
時
代
の
は
ぢ
め
に
は
多
-
の
図
が
新
し
-
世
界
経
済
圏
に
入
っ
て
凍
る
事
等
を
指

摘
し
'
其
他
W
o
IFf
LJ
同
様
に
生
産
力
の
馨
展
や
金
生
産
の
慶
化
や
戦
等
や
に
於
け
る
規
則
性
に
言
及
し
っ
つ
そ

れ
を
資
本
主
義
制
に
内
在
す
る
回
路
的
波
動
と
見
た
の
で
あ
る
が
'
此
の
見
解
は
､

1
九
二
八
年
の
同
誌
上
の
論

文
に
於
て
愈
々
明
に
Ljlつ
て
ゐ
る
.
郎
十(さ

れ
に
よ
れ
ば
､
｢
長
期
循
環
殊
に
償
格
壁
動
に
於
け
る
そ
れ
は
､
(餐

本
主
義
的
)
機
構
の
特
性
と
全
膿
的
社
食
経
済
馨
展
過
程
の
内
的
規
則
性
と
に
求
め
ら
れ
ね
ば
tIbら
ぬ
O
･
.･-
大

長
期
長
泉
波
動
と
世
界
恐
慌

軍

二
十
凹
巷

五
六
九

第

三
競

10
五

3) J.vIGeldereTl(IFFLd(1er).Springvloed,beschoulVingenover;ndustr･Cllcent-
w ICkkling in prisbeweging (好沈､産米 の曹展 と慣格の襲動 と,て紺す る考
蒸)I)eNieuweTijd,工913,S･253-277,396138444151464(StmonS･Kuznets
･secularM:ovements▲lnProductionand Pr'ces,(930,P･268に よる)

Ll) Kuznets‥lbld･p1260 による0
5) AlhertAftalion:LeaCrZSeSPeriodique(1esllPe1-production,Ⅰ913,P･7･尤 も



長
期
景
気
波
動
と
世
界
恐
慌

第
三
十
四
番

五
七
〇

第
二
義

t
O
六

建
設
､大
改
造
'高
級
穿
働
幹
部
等
を
養
成
し
生
産
す
る
事
は
､
-
･･
･普
通
の
商
業
的
及
び
産
業
的
循
環
以
上
に
括

る
比
較
的
長
い
期
間
を
要
す
to
｡
面
も
之
等
の
諸
資
本
財
の
資
令
で
据
張
す
る
事
は
龍
解
約
に
均
等
的
に
行
ほ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
o
長
期
景
束
波
動
は
託
に
此
の
資
金
の
横
張
過
程
一%･J
支
配
せ
る
横
柄
そ
の
も
の
に
結
ば
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
っ
て
'
此
の
資
金
の
塀
張
の
行
は
れ
る
時
代
に
は
上
向
波
動
が
現
は
れ
'
常
該
資
本
財
の
生
産
の
静
止

の
時
代
に
は
下
向
波
動
が
現
は
れ
る
.
上
越
の
如
き
資
殖
財
の
牡
鹿
は
巨
i!
な
･,還

水
を
殊
に
長
期
に
亙
っ
て
致
す
を
買
す
る
O

従
っ

て
斯
-
の
如
き
菜
水
村
生
産
採
譜

の
時
代
即
ち
長
明
上
向
波
動
の
稀
代
の.水
,Ja滞
め
に
TJ

山
淀
L=l諸
酌
絹
が
項
1㌔

･rL
等
の
諸
前
提
と
は
7

一
丁
粁

竃
が
極
め
て
大
で
あ
る
革
､
二
㌧
貸
付
資
水
が
比
較
的
讐
富
に
供
給
さ
れ
､
且
つ
､
安
倍
で
あ
る
事
､
三
､
そ
れ
が
有
力
た
る
企
業
家
及
び
金
融
圭

腹
部
の
許
に
蓄
積
さ
れ
る
事
､
四
､
物
借
が
低
-
､
そ
れ
が
貯
蓄
と
長
期
投
資
と
を
刺
戟
す
る
事
へ
の
四
で
あ
る
｡
之
等
の
諾
前
鴇
の
具
備
せ
ら
れ

る
時
に
は
､
早
晩
'
上
越

の
基
本
的
諸
資
本
財
の
生
産
の
増
加
が
起
り
'
従
っ
て
'
長
期
上
向
波
動
が
起
る
の
で
あ
る
｡
上
向
波
動
の
初
期
に
於
け

る
低
物
偶
は
金
の
購
買
力
の
比
較
的
高
き
事
を
意
唆
し
'
そ
れ
に
よ
っ
て
金
生
産
は
侍
に
有
利
に
な
り
'
其
の
旗
韻
が
刺
戟
さ
れ
る
｡
金
生
産
の
撰

大
が
始
ま
れ
ば
､
そ
れ
が
更
に
景
気
の
上
向
を
助
長
す
る
｡
之
等
の
候
件
の
下
に
必
然
的
に
遣
る
席
の
借
用
の
横
張
も
亦
同
棲

の
作
用
を
す
る
｡
上

向
波
動
が
長
-
挽
け
ば
､
そ
の
う
ち
に
'
生
産
活
動
及
び
商
品
取
引
の
蝶
張
及
び
競
争

の
強
化
と
言
ふ
特
徴
が
あ
ら
は
れ
rO
｡
此
の
生
産
力
の
増
加

及
び
哉
事
の
強
化
は
奮
束
の
地
方
q･諾
観

の
n
リ
張
度
の
搾
取
と
資
本
主
義
世
界
市
場

(
の
新
地
方
部
的
家
の
引
込
と
を
生
ぜ
し
め
る
｡
そ
れ
に
ょ

っ
て
同
時
に
外
囲
市
賂

(
の
歳
撃
が
夏
に
尖
鋭
苧
b
し
め
ら
れ
､
斯
-
し
て
封
外
政
泊
的
､
在
内
計
骨
的
争
闘
の
前
提
が
作
ら
れ
る
0
上
向
波
動
が

級
-
う
ち
に
次
第
に
資
本
の
相
封
的
減
少
が
生
じ
其
の
資
用
が
高
-
な
る
O
そ
こ
で
封
外
政
治
的
叉
は
在
内
社
倉
的
争
闘
が
連
れ
ば
､
そ
れ
は
不
生

産
的
消
費
の
撰
大
を
､
徒
つ
そ
正
に
経
済
的
挽
乱
を
意
嘘
し
､
既
存
の
傾
向
を
張
北
す
る
O
か
-
し
て
速
に
･･･
･
･･･其
の
高
さ
に
於
て
も
又
高
陣
の

速
度
に
於
て
も
益
々
甚
だ
し
い
所

の
物
偶
の
騰
貴
従
っ
て
金
の
昧
買
カ
の
低
下
が
金
生
産
の
ヨ
p
以
上
の
増
加
を
妨
げ
'
ヨ
リ
以
上
の
景
気
上
向

の

可
能
性
を
減
少
せ
し
め
る
｡
す
べ
て
之
等

の
諸
傾
向
は
埠
々
強
化
し
蓬
に
上
向
波
動
を
静
止
せ
し
め
'
こ
▲
に
退
他
連
動
が
は
ぢ
ま
る
｡
物
煤
は
下

JLpp･354に於ては貨幣の作用を重蔵.
6) 'Llot,gan-Baranowsky;LesCriSlS.ndustrielleenEn妄:ユeieTre,Ⅰ9Ⅰ3･P･.Ⅰ9
7) CostantinoB,escianiTt7rrOni:LeVariationi.CH:pli.ESChe'DeJPrezT,11913
8) 例-ば､JosephSchumpeter=TheTheoryofth.I]3usjness Cycle (経済畢
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り
利
子
は
下
り
'
生
産
や
取
引

の
速
度
は
鈍
る
｡

.
･･
同
綿
に
'
貯
蓄

の
強
度
が
､
魂
に
'
物
慣
低
落

の
結
果
比
較
的
増
加
せ
ゑ
貰
軍
師
得
を
得
る

事
に
･']
る
祉
曾
階
級

の
貯
蓄

の
渦
度
㌦
噂
加
す
る
｡
然
り
と
す
れ
†
5
.
長
期
下
向
過
程
.か
准
む
に
つ
れ
･FTl･b
萌
し
き
長
期
上
向

(
登
別
蛙
が
構
蛇
せ

ら
れ
ね
ば
LJ
･三
∴

事
は
自
明
で
あ

る
｣
霜

-
の
如
-

】ハ
…
.1.･.I.
clr
の
研
究
は
大
楓
に
於
て

ノ三

言

の
そ
れ
を

1
歩
進
め
た
も
の
t,..(
ぁ
る
が
､
只

一
鮎
t
W
o
lq
に
於
て
は
｢
斯
く
の
如
き
(
好
祝
)
時
代
は
労
働

者
の
間
に
所
謂
｢
改
革
的
｣
傾
向
が
硯
は
れ
て
束
ス
aO
カ
ウ
ヅ
キ
ー
は
其
の
論
文
｢
金
の

生
産
｣
の
群
論
に
於

て
好
晩
期
に
於
け
る
労
働
者
階
級

の
心
理
状
態
を
香

い
T
｢
そ
れ
(
好
況
)
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
組
織
や
自
信
カ
や
茸
カ
を
強

大
に
す
る
け
れ
ど
も
'階
級
撃

止
の
棟
を
鈍
ら
せ
'資
本
主
義
的
組
織
会
規
と
そ
れ
を
守
る
圃
寂
増
力
と
を
奨
革
せ
ん
と
す
る
革
命
的
欲
親
を
弱
め
る
｣

と

言

っ
た
が
'

止
の
特
徴
は

7
八
五
〇
年
乃
至

1
八
七
三
年
及
び

!
八
九
六
年
乃
至

1
九

三

一年
の
二
つ
の
資
本
卓
遺
好
祝
時
代
に
其

の
ま
･̂
あ

て
は
ま
る
｡
平
標
な
組
織
的
な
牧
雇
が
現
れ
ね
ば
な
ら
'･)
か
つ
た
o
革
命
的
貴
誌
は
退
威
せ
ね
ば
L.J
ら
た
か
っ
た
O
そ
れ
は
第

一
及
び
第
二

｢
イ

ン

タ
ー
ナ
ン
オ
ナ
ル
｣

の
時
代
で
あ
り
､
英
臨
及
び
+)
陸

の
職
兼
別
労
働
組
令
連
動
の
驚
-
べ
き
繁
発
の
時
代
で
あ
る
C
不
況
期

の
心
確
状
態

･
に

に
激

烈
に

す

る

｣
と
書

い
て
ゐ
る
が
Y

T
八
二
五
年
乃
至

1
･八
五
〇
年
及
び

T
八
七
四
年
乃
至

一
八
九
五
年

の
不
況
時
代

に
つ
い
て
も
止

の
帝
横
が

其
の
ま
1
看
取
さ
れ
る
.
第

1
の
峠
代
は
英
国
に
於
け
る
チ
ャ
ー
チ
イ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
p,1

7
ラ
ン
ス
に
於
け
る
革
命
的
勢
働
者
運
動
費
瑞
の
時

代
で
あ
る
C
而
し
て
第
二
の
時
代
は
､
英
陶
に
於

て
､
叉
全
大
陸
竺
旦
っ
て
'
妹

に
和
蘭
に
於
て
､
殆
ん
ど
毎
日
毎
時
間
激
烈
な
る
央
葉
音
連
動
の

行
ほ
れ
た
時
代
で
あ
り
t

a
)t(n
｣tC
V
J
Cg
t.
rip,
の
時
代
で
あ
り
'
｢
祉
骨
民
主
同
盟
の
.藤
代
で
あ
｢㌔

･
(
然
る
に
)
A
F
や
我
カ
は
再
び
下
向
時
代

に
入

っ
た

の
で
あ
り
､
其

の
軽
酒
的
汲

び
忙
心
理
的
結
果
を
伴
ふ
の
で
あ
っ
て
'
期
-
て
今
や
再
び
'
そ
れ
を
欲
す
る
と
菅
と
に
か

ゝ
は
ら
て

｢
革

命
的

蒔
代
に
居
る
の
で
あ
る
｡
止
の
週
新
的
運
動
の
lt
l確
た
る
知
談
Ii
よ
っ
て
我
々
は
滑
水
を
或
る
程
度
迄
#
言
出
.氷
る
の
で
あ
り
､
か

-

し
て

､

I

我
々
の
今
日
の
戦
術
討
論
に

l
定
の
科
嬰
的
基
礎
を
輿

(
る
事
が
個
凍
る

･･
｣
と
考

へ
ら
れ
た
の
に
反
し
て
'
Tハo
n
,11a
tjerr
に
於
て
は
'

｢
普

通
に

は
､
長
期
波
動
の
上
向
時
代
に
,
･･
,･豪

内
的
社
食
的
動
乱
が
撃

or
と
考

(

ら
れ
て
ゐ
る
事
は
･
興
味
頂
き
事
で
あ

る
｡

然
し
そ
れ
は
と
も
あ
れ
'

長
期
波
動
を
資
本
主
義
制
に
内
在
す
る
所
の
回
蹄
的
小甘
O
も
の
と
考

へ
る
事
は
'
梅

島
期
長
泉
波
動
と
世
界
恐
慌

第
三
十
四
億

五
七

1

孝

二
凍

一〇
七

も多少の疑 を挿んである)-StrukturlLn･1RhythmusderWeltwirLscl-aft,L93E
9) WoIH:a･a･O･S.19-51
IO) WolfF;a･n101S･37-39

.1三日 VIoonldHr議 wa,.TOileS濡 t.,ld,らEcon｡my止nditsC.njunctu,esDu如 ｡｡dAfter

thc War,Z922 (諸語)(十九世紀に於ける五十年長期長森波動 を指摘 し､



長
期
景
気
波
動
と
世
界
恐
慌

第
三
十
四
番

五

七
二

第

111把

1
0
八

め
て
困
難
で
あ
る
O

今
､
長
期
波
動
の
原
因
を
分
析
的
に
資
本
主
義
的
社
食
構
造
に
求
め
ん
と
し
た
1{
Ond-1t.elf

の
説
明
を
見
る
も
'｢
株
式
禽
政
の
制
度
.
社
債
借
入
金
の
組
織
及
び
銀
行
の
費
達
し
で
ゐ
る
時
代
に
'
か
-
言
ふ

(資
本
の
十
分
な
る
蓄
積
を
ま
ち
て
'
そ
れ
が
-
定
の
大
き
に
達
す
る
時
に
の
み
巨
額
の
投
資
は
行
は
れ
得
る
'
と
言
ふ
椋
iJ)
理
論
が
あ
て
は

ま
る
べ
-
も
見
え
ぬ
｡
加
之
'
基
礎
的
資
本
財
の
更
新
'
又
は
建
設
が
約
五
〇
年
の
期
間
を
も
つ
と
言
ふ
こ
と
に

つ
い
て
何
等
必
然
的
な
る
護
渡
は
輿

へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
｣
｡
且
っ
'
彼
が
'

軍
に
副
次
的
な
現
象
と
し
て
見
た
桝

の
金
連
座
の
麹
化
の
如
rさ
は
'
如
何
に
も
物
億
低
落
に
よ
っ
て
金
堂
犀
が
有
刺
に
さ
れ
た
事
情
-
票
ノ
r
L
,
は
嵩

へ
'
極
め
て
偶
然
的
な
る
馨
見
(
1
八
五
〇
年
に
は
ち
ま
る
上
向
波
動
の
場
合
)
蚤
明
(
1
八
九
1LgL年
頃
は
ぢ
ま
る
上
向
波
動
の
毅
合
)
に

依
存
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
否
定
さ
れ
得
な
い

｡

上
述
の
如
-
'
長
期
景
気
波
動
は
所
詮
偶
然
的
慶
動
と
見
る
の
外
な
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
､
其
の
主

要
原
因
は
'
各
長
期
波
動
に
つ
き
常
に
同

11
で
あ
る
ペ
m
J必
然
性
は
難
い
の
で
あ
-
F
従

っ
て
F
有
壁
動
に
つ
き

1
々
検
討
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
O
即
ち
便
宜
上
'
先
づ

一
八
五
C
)年
乃
至
大
戦
迄
の
間
に
於
け
る
長
期
景
気
波
動

に
つ
き
考
察
す
る
事
に
す
る
｡

).
八
五
〇
年
乃
至
大
戦
迄
の
期
間
の
長
期
景
気
波
動
､
殊
に
同
期
間
の
物
債
の
長
期
波
動
に
閲
L
t
其
の
原
田

を
､圭
と
し
て
又
は
専
ら
金
生
産
の
建
化
に
求
ゆ
る
と
言
ふ
事
は
'晩
に
早
-
か
ら
行
ば
れ
た
所
で
あ
る
｡
例

へ
ば
'

.

∴

･

十
九
世
紀
の
後
年
に
在
っ
て
山
さ
れ
圭

lev,m
s
霊

戊
多
G
面

究
､
IL
八
九
五
年
に
あ
ら
は
れ
た
】)e=i･S
の
研
究
､
一

九
二

年
番
表
さ
れ
た
F
Lshu･
の
研
卑

一
九

二

毒

に
馨
表
さ
れ
た

】し=ty
t
Olr]の
研
究
及
び

】tL-LutNk;
■の
研
究
､

Ⅰ920年を以て其の椿換期､帥 ち､不況時代 の始期 とな した､と言ほれて あ
る) MontlllyEconomlCBulletin OH he.Con)unctureJnstltt･[の附錦 The
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及
ぶ
A
sh
lc),
の
研
究
､

1
九

一
三
年
に
馨
表
さ

れ

た
所
の

T･C,"
i
r
c

の
研
究
二

九

一
九
年
に
=;
さ

れ
L
･

】)"
t̂
o
n
の
研
究
,
其
他
,
物
僧
の
長
期
波
動
の
原
E
:
密
生
-J
L
で
又
は
専
ら
金
生
産
の
鼻
化
に
求
,,買

も
の
は

究
で
あ
っ
て
'
そ
れ
は
'

1
九
〇
四
年
又
は
五
年
に
馨
表
さ
れ
､
其
後

IIo
ok
e
r
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
'
1
九

一

八
年

C,LSSell
の
大
著
赦
骨
経
済
原
論
に
於
で
改
訂
さ
れ
'
著
者
白
身
並
び
に
其
他
の
人
々
に
よ
っ
て
其
後
屡
々
援

LT

用
さ
れ

i
山
九
三
〇
年

K
itc.hil･
に
よ
っ
て
香
要
な
る
訂
正
を
加

へ
ら
れ
p
史
に

一
九
三

i
年
W
o
ytinsj{y
に
よ

｢り

っ
て
加
工
さ
れ
'
愈
々
世
の
注
目
を
惹
け
る
所
の
も
の
で
あ
NSL.
然
し
此
の
説
に
関
し
て
は
既
に
他
の
機
骨
に
吟

=

昧

3:]拭
み
JL.J
乃

t1.にリ
一心
か
ら
p
技
に
は
繰
1.収
r
LSLJt要
し
は

､;
Lr
h

ら
う
｡
淋此
つ

r
榊は
.L}
〃
廿
い塀
は
F
韓

ら

P
膚
糊

横
倉
に
述
べ
た
所
の
私
見
を
'
我
々
の
普
面
の
問
題
に
関
し
て
'

今

1
歩
進
め
る
事
で
あ
る
｡

上
越
の
横
倉
に
於
で
私
は
t
C
assc
l
苑
び
に
其
の
凍
れ
を
汲
め
る
諸
研
究
に
於
で
は
'
如
何
に
も
財
に
於
け
る

長
期
壁
動
に
屡
々
言
及
さ
れ
て
は
ゐ
る
も
の
ゝ
'
理
論
構
成
上
は
'
償
格
に
於
け
る
長
期
鼻
動
を
見
る
の
み
で
財

に
於
け
る
そ
れ
は
全
然
否
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
'
其
の
理
論
構
成
に
は
許
さ
れ
難
き
侶
定
が
浸
か
れ
て
ゐ

る
と
言
ふ
尊
を
指
摘
し
'
此
の
敏
昭
を
禰
ふ
薦
め
に
'
極
め
て
不
完
全
な
が
ら

1
鷹
'
事
案
に
即
し
て
T
を
算
出

L
t
そ
れ
を
以
て
世
界
の
貨
幣
用
金
現
在
額
を
険
し
で
得
た
所
の
相
封
的
金
量
と
テ
ク
ア
ベ
ッ
ク
の
物
情
指
数
と

を
比
較
す
る
方
法
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
､
今
此
の
方
法
を
進
め
て
'
そ
れ
と
同

一
の
'
及
び
や
や
そ
れ
と
は
選

っ
た
所
の
'
二
つ
の
算
法
に
よ
っ
て
'
そ
れ
と
や
～
異
っ
た
統
計
資
料
に
つ
き
､

1
九
三
〇
年
ま
で
計
算
L
L
J所

長
期
景
気
波
動
と
世
界
恐
慌

第
三
十
四
番

五
七
三

第

三
班

一〇
九
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世
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00
90
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∽

Po
40
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20
m

g
弧

Si
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解式
畢
描
写

第

三
十
四
巷

五
七
四

第
三
波

1
10

の
本
誌
前
々
耽
掲
載
拙
稿
の
γ
及
び
T
を
基
礎
と
し
て
二
つ
の

eT

勅
封
的
貨
幣
用
金
量
を
求
i
-.
之
等
の
も
の
と
サ
ク
ア
ベ
ッ
ク

の
物
償
指
数
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
'
上
園
の
如
-
な
る
｡
農

産
物
を
代
表
す
べ
き
小
変
の
指
数
が
､

一
八
五
〇
年
代
の
は
ぢ

め
に
閲
し
珠
想
以
上
に
高
-
な
っ
て
ゐ
る
薦
め
に
相
対
的
貨
幣

用
金
豊
が
薄
塩
よ
-
-
低
く
;lt
つ
て
み
る
寮
が
､
若
し
統
計
資

料
の
不
充
分
だ
言

事
に
由
来
す
る
と
す
る
な
ら
ば
-

而
し
て

此
の
事
は
可
成
-
蓋
然
性
を
有
す
る
事
で
あ
る
･-
物
億
と
相

封
的
金
量
と
の

1
敦
は
'
尚
更
め
ざ
ま
し
き
も
の
と
な
る
で
あ

ら
う
｡而
し
て
其
の
事
は
､荘
按
に
は
'

1L
八
五
〇
年
乃
至

1
九

一
〇
年
に
昏
っ
て
t
V
が
大
鰭
に
於
て
不
動
で
あ
っ
あ
た
事
を

意
暁
す
る
｡

然
る
に
､
金
生
産
の
曙
加
に
は
つ
て
貨
幣
用
金
が
埼
加
す
る

事
の
結
果
物
債
が
上
向
す
る
と
言
ふ
事
は
容
易
に
推
諭
し
得
ら

れ
る
所
で
あ
る
が
'
物
億
が
上
向
す
る
事
の
結
果
異
常
な
金
生

産
を
侯
っ
て
は
ぢ
め
て
可
能
な
ほ
ど

の貨
幣
用
金
の
増
加
が
あ

etcIS･3718･
6) 高 田教 授 ､ 前 換 ､352-3耳
7) W･S.Jevons:1nvestigat.UnsinCurrencyand FlnanCe,Ⅰ909,P･54･
-C) H･I)enis:Ladepressioneconomi queetsoc11･leetl'histoiTedesPr,A,lS95,

p･Ⅰ79(KondratiefF;a･a･0･に よる)
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る
と
言
ふ
事
は
'
物
億
の
騰
貴
は
他
の
事
情
に
し
て
壁
化
な
き
限
-
金
生
産
を
益
々
不
利
な
ら
し
ひ
る
の
で
あ
る

か
ら
'
到
底
考

へ
得
ら
れ
な
い
O
(庄
野
の
堤
合
に
は
反
野
で
あ
る
)｡
従
っ
て
'
統
計
資
料
に
し
て
大
過
な
-
又
そ
れ
に

つ
い
て
我
々
の
要
求
せ
し
使
件
を
叶

へ
る
も
の
で
量
る
な
ら
ば
'
而
し
て
'

1
現
象
に
封
す
る
諸
作
用
因
髄
系
の

-
ち
自
ら
異
常
に
動
け
る
も
の
を
以
て
そ
の
原
因
と
呼
ぶ
と
す
る
な
ら
ば
'
我
々
は
上
述
の
研
究
に
よ
っ
で
'

7

八
五
〇
年
乃
至

l
九

1
0
年
間
の
物
僧
の
長
期
鼻
動
の
原
因
は
'
結
局
､
主
と
し
て
.
金
生
産
事
情
の
鼻
化
で
あ

る
t
と
結
論
し
得
る
で
あ
ら
う
｡
又
'
物
償
騰
貴
の
場
合
に
は
企
業
利
潤
は
比
較
的
大
で
あ
-
'
資
本
主
義
的
生

産
方
法
の
支
配
せ
る
所
に
於
て
は
企
業
利
潤
が
大
で
あ
る
ほ
ど
生
産
活
動
も
大
で
あ
る
t
と
言
ふ
事
は
容
易
に
推

論
し
得
ら
れ
る
所
で
あ
る
か
ら
､
統
計
資
料
-
庶
脚
概
念
と

に
開
す
りlQ
上
述
の
約
束
の
TL
に
戯
T
F
我
々
は
.

I

八
五
〇
年
乃
至

丁
九

1
0
年
間
の
長
期
景
気
波
動
の
原
因
は
'
結
局
'
圭
と
し
て
'
金
生
産
事
情
の
麹

化

で
あ

a
.
と
結
諭
し
稗
る
で
あ
ら
-
｡

そ
こ
で
次
に
問
題
は
'

1
八
五
〇
年
以
前
の
長
期
景
気
波
動
の
原
因
及
び

一
九

三

重

以
後
の
そ

れ

で
あ

る

が
'
前
者
は
資
料
の
関
係
上
鼓
で
は
住
に
､
後
者
の
研
究
の
序
に
..
言
及
す
る
に
止
や

O
O
且
つ
立
で
は
､
叙

述
の
便
宜
上
'
屡
々
諭
零
さ
れ
て
ゐ
る
所
の

1
九

7
三
年
以
後
の
長
期
景
気
壁
動
全
般
を
取
扱
ふ
尊
を
せ
ず
'
先

づ
､

一
九
二
〇
年
頃
ま
で
の
事
を
'
そ
れ
以
後
の
事
を
次
節
に
於
て
取
扱
ふ
盛
砂
の
序
論
と
し
て
述
べ
る
に
止
め

る
で
あ
ら
う
｡

上
園
に
於
で
極
め
て
顕
著
L
.事
は
二

九

一
三
年
乃
至
二
〇
年
迄
の
問
に
'
現
賓
の
金
物
債
が
相
対
的
貨
常
用

長
期
景
気
波
動
と
世
界
判
読

第
三
十
四
巷

五
七
五

軍

二
糖

T
t
7
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長
期
農
戴
波
釘
と
世
界
恐
慌

第

三
十
凹
巷

五
七
六

第

三
慧

二

二

金
豊
を
蓬
に
上
遡
っ
て
ゐ
る
尊
で
あ
る
0
勿
論
昔
時
は
金
の
自
由
な
る
市
場
が
無
か
つ
た
の
で
'

所
謂
金
物
債
が

ど
こ
ま
で
金
の
債
伍
窒

息
塊
し
得
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
'
然
し
'
斯
-
の
如
き
金
物
借
と
和
親
的
貨
幣
用
金
量

と
の
問
の
隔
離
が
､
全
然
存
在
し
な
か
っ
た
と
は
考

へ
ら
る
べ
-
も
な
い
｡
し
て
見
れ
ば
'
常
時
の
金
物
偶
の
鼻

動
は
'
畢
な
る
金
の
事
情
で
は
説
明
し
縛
ら
れ
な
い
革
は
明
か
で
あ
る
｡

l此
の
事
は
､
或
は
､
さ
き
に
な
せ
る
如
き
金
と
物
借
と
の
研
究
が

F
全
然
無
用
に
踊
し
た
事
を
意
味
す
る
か
の

如
-
諭
ぜ
ら
れ
る
事
も
そ.
る
が
.
そ

れ
は
相

は
考
慮
を
腰
す
る
肇
で
め
る
｡
何

と

は

化
だ

･.
㌔
-･L･
ハ
仰
9
-･貰

yl
陣

(

T.イ
ウ
Lノ
ー･-

)L二L

賓
上
の
金
本
位
制
の
下
に
於
け
る
事
象
の
研
究

で

あ
る
か

ら

.

金
本
位
制
の
停

止
せ
ら

れ

た
場
合
に
金
物
債
の
変

動
と
相
封
的
金
量
の
壁
動
と
の
間
に
並
行
関
係
が
見
ら
れ
な
-
な
っ
た
と
し
て
も
'
そ
れ
は
何
等
嚢
の
研
究
を
歪

ゆ
る
も
の
で
も
な
し

又
'
別
に
あ
や
し
む
.i
足
る
現
象
で
も
な
い
.
何
と
な
れ
ば
'
元
来
'
金
物
債
の
舜
動
に

対
し
て
貨
幣
用
金
量
の
慶
化
が
意
暁
を
持
つ
の
は
'
各
観
の
貨
幣
が
究
梅
に
於
て
貨
幣
用
金
に
結
び
つ
け
ら
れ
て

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
が
'
昔
時
の
如
-
諸
国
の
貨
幣
が
此
の
荒
井
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
言
ふ
事
は
'
軍
に
'
物
債
の

舜
動
が
金
の
壁
動
か
ら
遊
離
す
る
ば
か
り
で
な
-
'
同
時
に
'
貨
幣
と
金
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
尊
に
よ
っ
て
存

在
し
て
ゐ
た
所
の
金
の
需
給
事
情
が
壁
化
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
'
金
其
の
も
の
の
償
伍
が
動
-
事
を
意
暁
す
る
か

ら

.

C
assel
は
常
時

の
事
情
を
次

の
枝
に
説
明

し
て
ゐ
る

0
｢
金
が
流
通
場
程
か
ら

T
般
的
に
引
上
げ
ら
れ
た
た
め
に

､
貨
常
用
の
金
の
妙
し
い
過

剰
が
現
ほ
れ
た
.
こ
の
過
剰
は
､
恐
ら
-
､
琴
b
に
'
あ
る
程
度
ま
で
､
愛
国
心
'
或
は
不
景
気
に
よ
る
美
術
品
へ
菅
俸
品
の
溶
解
に
よ
っ
て
骨
加

せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
.
オ
ー
ス
ト

リ
ヤ
の
中
央
銀
行
'
並
に
後
に
ド
イ
ツ
の
中
央
銀
行
の
如
き
は
､
そ
の
金
準
備
の
大
部
分
を
手
細
さ
ざ
る
を
得
な

23) MarcelLen｡ire:Etude s1-rlaformationetm - ･Inentdesprix･Ⅰ9Z3,S.
Ⅰ46-Ⅰ60
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-
な
り
､
こ

れ
ら
は
流
出
し
て
､
他
の
諸
国
の
供
給
を
窄
加
し
た
O
か
-
の
如
-
し
て
t
rじ
A
/金
の
過
剰
に
加
ふ
TO
に
'
閑
職
以
降
可
成
り
な
街
の

産
出
金
が
あ
っ
た
O
美
術
に
金
を
滑
賛
す
る
こ
･J
は
､
戦
時
中
は
､
平
龍
よ
り
も
､
恐
ら

-
大
い
に
制
限
せ
ら
れ
た
JJ
と
で
あ
ら
う
か
ら
'
･J
の
生

産
額
は
'
そ
の
貨
幣
周
供
給
に
'
特
に
重
大
な
関
係
を
及
ぼ
し
た
に
相
違
な
い
O
過
剰
金
は
謂
ふ
ま
で
も
な
-
､
何
等
か
の
捌
け
口
を
見
出
き
ね
ば

な
ら
な
い
｡
職
等
の
最
初
の
T
二
年
間
は
ヨ
ー
ロ
ツ
.ハ
の
中
立
諸
国
の
中
央
銀
行
に
嬉
々
流
れ
込
む
し
､
美
大
な
裾
を
な
し
て
合
衆
固
に
出
て
行
き

ま
た
南
ア
メ
リ
カ
､
東
部
ア
ジ
ア
に
ま
で
も
進
出
し
た
の
で
あ
る
が
･
そ
れ
1
,も
な
は
,
こ
の
全
部
の
食
を
受
領
す
る
能
力
が
な
い
AJ
と
が
分
リ
､

.,?

現
金
は
大
い
に
そ
の
慣
値
を
央
ふ
に
至
っ
た

｣

と
0
-a
し
て
此
の
事
情
は
､
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
常
時
に
つ
い
て
も
同
様
に
看
取
出
挙
O
も
の
の
如
-

で
あ
る
e
J

CV.nS
は
富
事
の
事
情
を
述
べ
る
に
際
し
て
攻
の
加
-
言
っ
て
み
る
二
元

換
停
止
常
時
英
閲
に
於
て
英
傑
銀
行
券
其
他
地
方
銀
行
券
が

非
億
に
費
行
ttJれ
た
薦
め
に
多
量
の
曙
貨
が
園
外
に
流
出
し
た
事
は
否
定
さ
れ
な
い
｡
こ

れ
と
同
棲
に
'
常
時
沸
現
露
其
他
諸
閲
の
紙
幣
に
ょ
つ
て

も夢
虫
の
.嘱
託
が

や

れ
ら
の
満
博玉
か
,ll統
淋
し
ilJ
の
で
あ
LC･

G鰯
-
U
仝
鳩
に
於
L,は
僚
帽
の
;'純
分
越

が
1
,州
増
給
に
捕
れ
込
ん
だ

代
.I.lL

･J
･,二

.

.
｢

物慣
騰
貴
の
或
る
部
分
は

こ
の
事

に
蓮
田
す
る
も
の
と
考

へ
ね
ば
な
ら
な
1m
･･
-･･｣と
0
此
の
事
情
を
我
々
は
吏
仁
,
梯
め
て
低
煙
な
が

ら

東

北
戦

e,I

争
常
時
の
米
歯
の
金
物
倍
の
挙
動
に
つ
い
て
も
見
得
る
で
あ

らう0
或

は

'
紙

幣

の
費

行

に
よ

る
物

債

の
壁

動

を

以

て

'

金
紙

の

開

き

の
生

す

る
限

-

に
於

で

'
且

つ
金
紙

の
開

き

の
程

度

に
限

っ
て

､
認

め
得

ら

れ

る

に
過

ぎ
か
b
い
と

為

す
読

､

換

言

す

れ
ば

､
紙

幣

の
馨

行

に
よ

っ
て
憂

化

す

る
も

の
は
紙

幣

物

償

の

み

で
あ

っ
て
'

金
物

債

に
は
影

響

は
無

い

恥

と

す

る
詮

t

が

あ

る
け

れ

ど
も

'
理

論

上

其

の
必
然

性

無

き

の

み
な

ら

ず

'
革

質

の
動

き

も
斯

-

の
如

-
此

の
説

に
反

し

て

ゐ

る

の

で
あ

る
｡

一
九

二
二
年

乃

至

一
〇
年

の
間

に
於

け

る
長

期

景
気

波

動

に
於

T
t

一
八

五

〇
年

乃

至

一
九

二
二
年

の
間

に
於

け

る
そ

れ

の
研

究

に

よ

っ
て
確

め
ら

れ

た
事

情

と

粕

反

す

る
今

一
つ
の
事

情

は

'
且

で

は
物

億

の
鼻

動

と

γ
又

は

長
期
煮
魚
波
動
と
世
界
恐
傍

題

三
十
四
巷

五
七
七

第

三
旗

二

三

専 ら又 絞ま と して借用 を考 -るもの rL･L一ては､IIobsor.:Guld･pricesEnd
wELgeSI W.Mlldschuh;KredltlnB:1tiDnuZld Geldtheorie(A.chLYf･So-
zialwiss･tZ.Sp.Bd.5t-2･

26) 例-ば Oparin:XTinscheAnalysedC,rgroSZen弓咋len Prof･Kondratieffs
l.nddieErkはTungderlangen ScllW mkl｣ngen elnlgeTaT{C･nomischer Ele-
m etlte(既述 DiegTOSSenZyklender〕こonjunkturに含 ま る)(RolfWagcn-



長
期
景
気
波
動
と
世
界
恐
慌

第

三
十
四
巷

五
七
八

第

三
暁

二

四

T
の
壁
動
と
が
'

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
'
兎
に
角
並
行
し
て
ゐ
た
の
に
'

1
九

二
二
年
以
後
は
'

物
債
の
騰
貴
に

も
不
拘
'
γ
又
は
T
が
液
少
し
で
ゐ
る
事
で
あ
る
.
乍
然
こ
の
事
は
'
大
戦
と
言
ふ
事
賓
を
想

へ
ば
'
別
に
あ
や

し
む
に
足
ら
t･bい
.
而
し
て
此
の
事
情
は
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
職
零
常
時
に
つ
い
て
も
看
取
し
得
ら
れ
る
麿
で
あ
る
｡

‖

或
は
主
張
さ
れ
る
如
-
､
長
期
景
気
波
動
の
韮
た
る
原
因
を
戦
宰
'
革
命
等
の
事
象
に
求
め
る
事
は
上
述
の
如

き
串
借
を
恩
ひ
､
叉
.
墓
の
引
用
文
に
示
さ
れ
る
如
き
長
期
景
束
波
動
と
域
乎
革
命
等
と
の
並
聴
串
質
を
考
ふ
苗

幡
､

.L
腰
尤
も
と
恕
ば
れ
る
の
で
あ
も
O
然
し
な
が
ら

1,
股
に
そ
れ
の
み
に
求
め
る
率
は
'
決
し
て
革
質
の
本
質

を
把
握
す
る

も
の
と
は
思
ほ
れ

な
い
.

E
l
長
期
最
長
波
動
と
世
界
恐
慌

上
述
の
研
究
に
し
て
大
過
な
し
と
す
る
な
ら
ば
､
金
本
位
制
の
支
配
下
に
行
は
れ
る
所
の
長
期
景
気
波
動
の
主

因
は
物
債
の
長
期
慶
動
で
あ
ゎ
'
而
し
て
後
者
は
相
対
的
貨
幣
用
金
量
の
経
化
に
起
因
す
る
の
で
あ
っ
て
'
大
磯

と
共
に
世
界
の
金
物
償
摘
教
が
勅
封
的
貨
幣
用
金
量
か
ら
造
か
に
離
れ
Ll
の
は
'
大
戦
と
共
に
世
界
各
国
の
貨
幣

が
金
の
束
肝
か
ら
解
放
さ
れ
た
事
に
困
る
の
で
あ
る
.
然
る
に
問
題
は
止
に
此
の
鮎
に
懸
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡

世
界
鮮
準

父
通
は
'
戦
寄
と
共
に

一
時
版
行
的
状
態
に
階
つ
た
の
で
あ
る
が
'
交
換
的
囲
際
分
業
関
係
を
侯
っ

て
は
ぢ
め
て
成
立
し
て
ゐ
た
世
界
経
済
が
'
そ
れ
か
ら
離
れ
て
永
-
存
立
し
得
る
わ
け
は
無
い
の
で
あ
-
'
従
っ

て
'
休
職
と
共
に
先
づ
問
題
に
な
ら
す
に
は
居
れ
汁
bか
つ
LI
,O
の
三

つ
は
'
如
何
に
し
て
世
界
経
準
文
通
を
回

復
す
る
か
と
言
ふ
事
で
あ
っ
た
.
然
る
に
､
国
際
的

一
般
的
交
換
が
可
能
ぢ
虜
袷
に
は
革
質
上
何
等
か
の
関
野
的

filbr:DieKonjun1こtuTtheoTie inRuszland,I()29.ら.8617に よる､倍ほ､
WageTlfiihrに よれば､護国に於て､ 長期奨動諭に親 1∴ かな gの文献の
ある串がうか ゞは る)

?7) 拙稿 ｢カツセ′レ教授の貨幣数量説の実証の吟峨｣(本番三十三を五戟)参照 ｡

2g) 財に於ける長期景泉波動 を香足 し､ 長期景気波動 を蕃ら慣格の 問題に過
ぎない とす るものには､OpaTln･a･a･0･- 1鵬 gemRnn:a.a.0.ら.80-87



貨
醇
が
必
要
で
あ
-
'
此
の
必
要
は
'
各
囲
民
の
貨
幣
慣
習
を
即
時
に
改
め
る
事
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
か
ら
所

謂
陶
際
本
位
貨
幣
は
事
賓
上
問
題
た
-
得
な
い
と
言
ふ
事
情
の
下
に
於
て
は
'
結
局
'
何
等
か
の
世
界
貨
幣
-

'

そ
れ
は
事
賓
上
金
又
は
有
力
な
る
金
本
位
園
の
貨
幣
で
あ
っ

た～
と
の
通
路
を
安
定
す
る
事
の
必
要
窒

息
放
し

㍗
.
節
-
し
て
'
大
戦
を
期
と
し
て
殊
に
喧
し
-
諭
ぜ
ら
れ
凍
っ
た
所
の
｢
金
よ
-
離
れ
た
貨
幣
｣
の
諸
提
唱
を
よ

そ
に
'
世
界
の
貨
幣
問
題
の
解
決
は
､
金
へ
金
へ
と
克
つ
L
7
0

問
贋
は
正
に
此
の
鮎
に
懸
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡

大
戦
後
の
世
界
の
貨
簡
問
題
に
開
し
常
に
揖
導
的
地
位
に
立
っ
た

Cassei
は
､

山
九
二
〇
年
ブ
ラ
ッ
セ
ル

に
於

け
る
随
際
財
軟
骨
誌
に
提
出
せ
る
意
見
署
に
於
で
､｢
金
は
商
品
に
封
す
る
そ
の
戦
前
の

t
O
O
に
対
し
て
約
二
五

の
減
債
よ
-
も
大
し
て
甚
し
-
tIbか
つ
た
国
に
於
て
は
'
金
に
封
す
る
嘗
比
債
を
維
持
す
る
こ
と
.は
'
言
葉
を

換

へ
で
謂
へ
ば
紙
幣
を
そ
の
鶴
面
慣
格
で
金
と
免
換
す
る
こ
と
は
'
非
常
に
望
ま
し
い
よ
-
で
あ
る
｣
と
言
っ
た
の

で
あ
り
'
其
後
各
幽
の
術

へ
る
所
も
'
大
博
に
於
で
'
安
定
常
時
の
金
紙
の
此
債
'
又
は
'
有
力
な
る
金
本
位
国

の
貨
幣
に
封
す
る
為
替
相
場
を
基
準
と
L
t
そ
れ
が
萄
比
債
に
近
け
れ
ば
た
と

へ
そ
れ
が
常
時
の
紙
幣
の
憤
促
よ

り
や
や
高
-
と
も
葛
比
個
に
安
定
し
'
そ
れ
が
葛
比
償
よ
-
も
竜
に
離
れ
て
居
れ
ば
'
年
債
切
下
に
･L6
つ
て
安
定

常
時
の
紙
幣
の
償
値
又
は
そ
れ
よ
り
や
や
高
い
所
に
安
定
し
た
の
で
あ
る
O
然
し
斯
-
で
は
'
同
じ
-
金
本
位

制
の
下
に
於
い
て
'
世
界
の
金
物
債
が
'
金
本
位
制
支
配
下
の

1
八
五
〇
年
乃
至

一
九

一
〇
年
に
つ
き
確
め
ら
れ

た
相
対
的
貨
幣
用
金
畳
ま
-
.
少
-
と
も

一
定
の
距
離
に
於
い
て
'
長
い
間
離
れ
得
る
の
で
L･t
け
れ
ば
'
換
言
す

長
期
長
泉
波
動
と
世
界
恐
慌

壁

二
十
四
巷

五
七
九

孝

二
鋸

二

五

T′及び Tの算出抹及び其の資料の軌約こついては本論前々競拙稿参照｡向
は世界の貨幣用金現在額は工929年迄は ][こltCILlnKJ:リ､Z930年 のものは､
Ⅰ928-1929年の- ヶ年に於 ける貨幣用金現在高の骨加額 を求めて之れをⅠ9
29年の ものに加-▲､東に､StatlStlCalVearbr･okoftheLeagueofNations,
工930-3Z,P･エ4IK:よ7)､1930年の世界金産額の前年のそれ を遊越せ る板
を求め､これを碑に運算 したるもの &,加-て求むO

_､.-1



長
聖

孟

波
動
と
世
界
恐
慌

第
三
十
四
巷

五八〇

第

三
波

二

六

れ
ば
'
金
本
位
制
の
下
に
於
け
る

一
八
五
〇
年
乃
至

1
九

一
〇
年
に
つ
き
大
賠
不
動
で
あ
っ
Ll所
の
Ⅴ
が
､
同
じ

金
本
位
制
の
下
に
於
い
て
'
今
後
永
い
間
に
渡
っ
て
堵
大
し
得
る
の
で
な
け
れ
ば
'
更
に
換
言
す
れ
ば
二

八
五

〇
年
乃
至

山
九

一
〇
年
に
つ
き
確
め
ら
れ
た
所
の
金
本
位
制
の
下
に
磨
け
る
貨
僚
洗
通
に
関
す
る
経
験
法
則
が
'

戦
後
突
如
と
し
て
止
揚
さ
れ
得
る
の
で
な
け
れ
ば
'
物
債
の
大
低
落
は
必
然
で
あ
る
0
し
て
見
れ
ば
'
長
期
景
気

扱
動
の
研
究
に
於
て
柿
め
ら
れ
た
新
の
物
個
の
長
期
下
向
に
関
廿
る
経
験
法
則
が
､
戦
後
突
如
と
し
て
止
揚
さ
れ

∵

将
昔
,心
服
-
.
敵
陣
界
に
た
.不
況
瞳
代
の
廃

る
事
は
必
然
で
あ
る
O
閥
鴇
は
.tj
に
比
の
鮎
に
あ
る
の
で
あ
る
O

c
a

sselは
同

〓
息
見
書
に
於
で
'
｢
こ
れ
(戦
前
の
様
な
金
貨
流
通
側
や
戦
前
の
程
度
の
金
準
備

へ
の
復
掃
)
を

避

-
る
に
は
､
す
べ
て
の
陶
が
質
際
の
金
貨
流
通
を
再
開
す
る
の
政
寵
を
断
念
し
て
､
そ
の
紙
幣
流
通
高
の
基
礎

と
し
て
金
を
保
有
す
る
現
行
制
度
に
満
足
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.
他
の
世
界
語
組
か
ら
傘

で吸
収
す
る
の
地

位
に
あ
る
諸
国
は
t
か
-
す
る
こ
と
を
遠
慮
す
べ
き
で
あ
る
｡
か
-
の
如

-
し
て
､
金
慣
低
の
安
写

し
は
､
明
か

に
'
清
雄
'
す
べ
て
の
組
家
の
緊
密
な
る
協
同
を
必
要
と
す
る
D
恐
ら
-,
.
ま
た
'
こ
の
画
題
に
就
て
'
何
等
か

の
観
際
協
定
に
到
達
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ら
う
｡
し
か
し
て
'
例

へ
ば
し
金
貨
を
賓
際
洗
退
場
碑

か
ら
引

上

げ
'
結
局
に
於
て
'
今
後

1
切
の
金
貨
の
鋳
造
を
中
止
す
る
L
Iめ
の
方
法
が
'
こ
の
協
定
の
常
然
の
題
目

iJ写
O

べ
き
で
あ
ら
.a,1.｣
と
考

へ
'
国
際
協
調
に
よ
っ
て
'
準
備
率
を
低
下
し
'
金
貨
流
通
を
や
7SL.
金
属
沓
本
位
制
を

助
長
し
'
国
際
貸
借
を
容
易
に
L
t
金
の
工
業
的
需
要
を
遺
骨
に
制
限
し
'
も
つ
と
有
用
tIb
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
年
産
物

に
封
す
る
ア
ジ
ア
の
需
要
を
埼
加
せ
し
め
て
極
束
か
ら
の
金
の
需
要
を
阻
害
す
る
等
々
に
よ
っ
て
t

CasSeL
の
用

30) GustavCassel:DasGeldproblemderWelt,tり2YリEi･25･]EEl相､毛rTl両氏評 27-8
3Ⅰ) Jevons:ibld･p.122
32) TheodorE･Burton 良 G･C.Selden:ibid･p･29,47･

KarlMarx:DasKapita】,Bd.I.Volksausgal)C,S･86･
例へば Leon Trotyky:DJLenelle Wirtschar叫〕DIit-il,･SowJetruSSlands(蛋
語)- Dcrselbe:Diewir上s(.haftlicbeWeltkris<･unddienellenAufgabender



語
の
歳
晩
に
於
け
る
Ⅴ
を
益
々
倍
大
せ
し
め
ん
と
考

へ
た
の
で
あ
る
O
面
も
此
の
考

へ
は
'
今
日
も
依
然
と
し
て

彼
に
よ
っ
て
'
従
っ
て
彼
の
思
琴
で
汲
曽

JP
闘
際
聯
盟
金
委
員
合
に
よ
っ
て
'
従
っ
て
そ
れ
に
追
従
せ
る
多
-
の

畢
者
賓
際
家
に
よ
っ
て
'
文
持
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
O
周
知
の
如

-
､

一
九
三
〇
年
に
僚
表
m
Jれ
Ll幽
際
聯
温

金
委
員
骨
の
第

l
回
中
間
報
告
に
示
さ
れ
た
時
局
救
済
方
法
な
る
も
の
は
t

ti
.
内
隣
洗
通
に
封
す
る
金
貨
使
用

の
麿
止
'
二
'
国
際
協
力

に
よ
る
準
備
額
の
低
-LLL
t
三
'
小
切
手
郵
便
貯
金
振
替
制
度
浪
が
に
手
形
奄
換
制
度
の

磯
遥
改
善
に
よ
る
金
の
節
約
F
四
F
補
助
貨
使
用
に
壬

?
小
額
紙
幣
の
廃
止
､
で
あ
,QT
O
薪
-
し
て
安
定
後
の
各

問
の
本
位
制
は
'
金
貨
本
位
制
よ
I
.も
金
地
金
本
位
制
で
Jの
-
金
属
啓
本
韓
制
て
あ
h
r.金
準
備
率
は
低
下
さ
れ
p

･T･

旋
過
将
か
ら
m
鹿
の
刺
i
j･
,J
砕
米
焦
坤
と
炉
的
ほ
れ
L
]
打
て
井
-

現

価
に
奨

A
Jy,,･郎
√一
√
′婚
ぞ
け
て
-LL.ゥLG

A
I
,
I

E
･
JJLE=
-
1
･LJL
-

ノ
ノヽ
)
｢ノ
_
1T
lI･.
ノヽ
..1
0

然
し
な
が
ら
'

1
八
五
〇
年
乃
至

1
九

■
〇
年
に
蔽
る
期
間
に
つ
い
て
確
か
め
ら
れ
Ll
所
の
金
本
位
制
の
下
に

於
け
る
賃
借
洗
通
慣
習
は
t
L
か
-
容
易
に
改
建
出
来
た
で
あ
ら
-
か
.
今
此
の
事
を
見
る
薦
め
に
､
相
瀞
的
貨

幣
用
金
量
を
似
て
現
賓
の
物
債
を
除
し
て
V
の
推
移
を
求
め
る
な
ら
ば
､
轟
の
国
に
示
さ
れ
る
如
き
結
果
を
得

る
0
印
ち
そ
れ
に
よ
っ
て
明
か
に
見
得
る
桟
に
'
金
の
轟
都
を
断
L
'れ
た
事
に
よ
っ
て
異
常
に
滑
大
し
た
所
の
Ⅴ

は
'
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
金
本
位

へ
の
決
定
的

一
歩
が
踏
み
川
さ
れ
る
と
共
に
急
激
に
収
縮
し
て
'
正
常
的
大
き

に
除
程
近
づ
き
'
其
後
､
世
界
各
樹
が

未
だ
金
本
位
制
に
踊
り
得
や
し
て
行
き
迷

へ
る
時
代
に
両
び
埼
大
L
t
世

鼎
各
国
が
愈
々
金
本
位
に
復
蹄
す
る
事

に
決
定
し
Ll頃
か
ら
又
々
収
賄
を
始
め
て
み
る
.
此
の
革
は
'
盛
の
経
験

法
則
が
し
か
-
容
易
に
改
興
さ
れ
得
な
い
事
牽
不
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
.
世
界
恐
慌
は
'
根
本
的
に
は
'
票

長
期
真
束
波
動
と
世
界
恐
慌

発
三
十
四
春

草

八
一

第

二
兎

二
七

1{omitlteTn,Referat.Tufderen3.We]tkongre≡iS(Protok｡lledesIll.Kongress,
1921)- DerSelbe:UbeTdleKulVenderkapitaliStischen:Entwickluz.冒(召ote
d･so乞ialistlSChenlAkademle,NT.4.(92:4)(露語)(WagenfuhT:a.a･0 . 5･

9213及び SimonS.KuzyletS:Secll】nTMovementsillProdtlCtionandPrlCeS,
Ⅰ930･ P･26ト 3参照)- L March,Mouvtゝnlentde呉p,iX etdes.salairc,
petldanllagucL.re,S･29135-A demet.:I-Tonneli≡Traite dleconomle mt.-



長
期
東
泉
波
動
と
世
界
恐
慌

第

三
十
四
巷

五
八
二

第

二
東

二

八

に
'
此
の
経
験
的
法
則
の
張
行
的
貫
徹
に
由
る
も
の
で
は
L
t
か
ら
う
か
.

物
債
の
右
の
様
な
低
落
は
'
畳
の
経
験
法
則
を
否
定
し
'
(又
は
借
り
に
そ
れ
を
認
め
る
と
し
て
も
少
-
と
も
)

そ
れ
を
似
て
容
易
に
改
麹
出
凍
る
も
の
と
考

へ
に
人
々
を
し
て
､
丁
度
反
対
の
見
解
を
と
ら
し
め
た
｡
晩
に
1.
九

二

一
年
九
月
の
粗
際
聯
盟
財
政
委
員
昏
々
議
に
投
出
せ
る
意
見
雷
に
於
で
t
C
a
L;Set
は
'
｢
普
通
の
事
情
の
下
に
於

で
厄

'金
本
位
観
が
物
個
を
引
下
げ
､
か
-
L
T
t
ワ品

貨
幣
の
封
内
約
億
億
を
引
上
げ
ん
と
努
力
す
る
と
き
に
は
､

ク

ラ

シ

ック
17は
嘩
詞
に
従
へ
は
/
で
の
.園
へ

金

の
･玩,33人
を
奔
L
r
Tt,.rJ
桃
内

.3
肇

幣

偶

買

力
の

能

義
を
増
加
す
.(
Ŷ

で
あ
る
.
か
-
て
'物
債
の
下
落
は

阻
止
せ
ら
れ
て
'
そ
の
観
の
貨
幣
の
封
内
的
償
伍
は
'
金
の
償
伍
ま
で
引
下
げ

ら
れ
る
こ
と
に
L･t
る
0
し
か
る
に
'
現
在
で
は
こ
の
自
動
的
調
節
機
能
が
有
効
に
働
-
十
分
の
横
倉
が
な
い
C
第

1
に
'
合
衆
国

へ
督
然
流
入
す
べ
き
金
は
'他
の
諸
閲
に
今
日
贋
-
術
は
れ
で
ゐ
る
金
の
輸
出
禁
止
の
十
I
S
Lに
､
阻

止
せ
ら
れ
'
そ
の
結
果
'
合
衆
陶
の
金
保
有
高
の
増
加
は
､
絶
封
的
に
は
大
で
あ
る
が
i
金
の
移
動
が
垂
-
自
由
で

あ
っ
た
な
ら
ば
'勿
論

l
屠
大
で
あ
っ
た
ら
-
0
第
二
.に
'合
衆
国
に
出
て
行
っ
た
金
は
'
通
貨
凍
通
高
････-
を
曙

加
せ
し
め
.･lJ
か
つ
Li
｡
否
却
っ
て
こ
の
額
は
賊
少
し
て
ゐ
る
.

･-
･も
し
ア
メ
リ
カ
人
が
､洩
則
的
に
､
か
つ
大
仕

掛
に
外
観
護
券
の
購
入
'並
に
海
外
投
資
に
慣
れ
て
凍
れ
ば
'あ
る
程
度
戊
で
は
緩
和
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
.
し
か

し
､
か
か
る
習
慣
の
馨
壇
は
'
必
然
'
遅
々
た
る
過
程
で
あ
り
云
々
｣
と
論
じ
た
の
で
あ
る
が
'
此
の
思
想
は
､
金

の
偏
在
の
問
題
と
し
て
'
近
時
再
び
喧
し
-
諭
ぜ
ら
れ
た
所
で
あ
る
O
然
し
な
が
ら
'
現
賓
の
金
準
備
率
の
統
計

(附
鎌
衷
重
昭
州)
を

l
見
し
て
も
わ
か
る
様
に
'
1
園

へ
凍
入
し
た
金
が
耽
ち
に
通
貨
膨
張
を
来
す
(其
の
薦
め
に
は

onelle,エ927,p.6ェ0-6
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現
賞
の
準
備
率
が
大
髄
不
鼻
で
JP

っ
ね
ば
掌
ら
ぬ
)
と
は
限
ら
な
い
事
は
'
戦
前
も
今
日
も
'
又
､
何
れ
の
国
で

も
'
何
等
か
わ
る
所
は
無
い
の
で
あ
る
.
只
麹
化
し
て
ゐ
る
事
は
'前
も
今
も
同

l
の
事
が
行
ほ
れ
て
ゐ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
'
そ
れ
が
今
日
に
於
て
は
特
に
｢
金
の
偏
在
｣
と
し
て
や

J
ほ
れ
ね
は
守
ら
な
い
主

lTn
ふ
事
情
で
あ
る
｡

本
稿
の
研
究
は
､
入
手
し
得
た
る
資
料
の
梅
竺

J
不
備
賓
且
つ
僅
少
で
あ
ま
薦
め
の
み
な
ら
す
'
資
料
の
吟
味

及
び
取
散
方
が
除
り
に
大
腰
に
過
ぎ
て
ゐ
る
虜
め
に
'
勿
論
極
め
て
不
完
全
な
る
も
の
で
あ
-
'
今
後
の
研
究
の

準
備
の
薦
め
の

1L
つ
の
素
描
に
過
ぎ
な
い
o
乍
然
若
し
そ
れ
が
大
過
無
き
ち
の
で
あ
る
だ
b̂
ら
ば
'
世
界
恐
慌
が
ど

こ
ま
で
撒
-
か
と
言
ふ
事
に
裁
て
､
長
期
景
寛
政
動
静
の
戒
角
か
ら
の

一
管
見
を
試
る
事
が
出
来
る
で
や
ら
う
O

本
稿
の
取
扱
か
得
に
る
朋
は
､

一

九
享
｣
年
を
L
lの
資
料
で
あ
る
｡
繭
も

:L
九
三
C
毎

に
於
け
る
物
償
指
数
は
､

轟
の
固
に
示
さ
れ
る
加
-
'

一
〇
頭
乃
至

一
四
形
だ
け
粕
封
的
貨
幣
用
金
量
を
上
遡
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
.
然

る
に

一
九
三

一
年
に
は
'

1
万
で
は
､
生
産
界
は
さ
し
た
る
珂
加
を
し
た
と
は
思
は
れ
す
'
寧
ろ
多
少
の
城
少

宣
不
し
た
か
と
想
像
さ
れ
'
且
つ
金
の
生
産
は
さ
し
た
る
減
少
を
な
し
七
と
は
思
は
れ
や
金
の
工
業
用
洞
費
は
さ

し
た
る
埼
加
を
な
し
た
と
は
思
は
れ
や
'
従
っ
て
貨
幣
用
金
量
に
は
相
等
の
増
加
が
あ
つ
た
は
づ
で
あ
る
か
ら
'

相
対
的
貨
幣
用
金
量
は
多
少
高
-
な
っ
て
ゐ
る
と
恩
は
れ
る
の
に
'
他
方
で
は
物
債
は
依
然
低
落
を
漬
け
た
の
で

あ
る
D
L
で
見
れ
ば
'
相
対
的
貨
幣
用
金
量
と
物
債
と
は
除
程
接
近
L
L
J
は
づ
で
ゐ
-
'
或
は
寧
ろ
前
者
が
多
少

後
者
を
上
遡
る
事
に
な
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
｡
し
て
見
れ
ば
'
物
情
低
落
を
頚
ひ
つ
つ
あ
る
根
本
的
事
情
は

取
り
去
ら
れ
Ll
は
づ
で
あ
る
0
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長
期
最
嵐
鼓
動
と
世
界
恐
慌

軍

二
十
四
巷

五
八
四

第
三
戟

一
二
O

乍
然
､

そ
れ
だ
け
の
理
由
で
直
ち
に
'
物
債
低
落
は
停
止
す
る
と
考

へ
る
な
ら
ば
'
勿
論
'
誤
謬
に
陥
ら
ざ

る

を
得
L･t
い
.
資
料
及
び
其
の
取
敦
方
に
関
し
倍
は
吟
味
を
要
す
る
の
み
な
ら
す
'
奴
に
附
国
に
於
で
明
か
で
あ
る

榛
に
'
物
債
低
落
時
代
の
後
竿
､

一
八
八
E
iP
五
-

一
九
〇
四
'
五
年
頃
ま
で
は
'
物
債
括
教
は
常
に
相
封
的
貨

幣
用
金
量
を
下
廻
っ
て
ゐ
る
｡
こ
の
事
は
'
或
る
准
度
迄
は
'
銀
本
位
制
廃
止
や
米
国
の
金
本
位
制

へ
の
復
蹄
や

の
影
響
に
よ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
'
壁
動
の
瞳
性
の
作
用
の
あ
る
事
を
看
過
す
る
事
は
出
来
な
い
0

年
酸
の
閏
敬
に
楓
し
て
最
も
登
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
の

i
つ
は
､.
各
臓
の
金
本
位
制
軒
停
止
及
び
卒
借

切
下
で
あ
る
｡
若
し
世
鼎
の
主
要
国
が
年
個
切
下
を
断
行
す
る
な
ら
ば
r
勅
封
的
貨
慣
用
金
量
を
そ
れ
だ
け
引
き

上
げ
る
事
に
な
り
'
従
っ
て
'
そ
れ
だ
け
物
償
低
落
の
喰
止
又
は
反
動
高

へ
の
根
本
的
事
情
を
傍

へ
る
事
に
な
る

i?

で
あ
ら
う
｡
勿
論
,
珠
想
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
将
来
の
金
生
産
額
は
決
し
て
多
い
わ
け
で
は
な
い
か
L
.
Liと
へ
'

こ
れ
ま
で
の
如
き
典
常
的
物
償
低
落
原
田
は
な
-
な
り
'
且
'
又
卒
慣
例
下
に
よ
っ
て
其
の
少
い
金
を
ヨ
リ

多
-
の
貨
幣
た
ら
し
む
る
事
に
よ
っ
て
金
生
産
の
少
い
草
を
多
少
禰
ひ
得
る
事
情
が
加

へ
ら
れ
る
と
し
て
も
､
金

本
位
制
の
下
に
於
て
は
'
大
な
る
長
期
物
債
騰
貴
は
今

の
所
珠
想
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
が
.
尤
も
'
銀
本
位
制

を
加
塊
す
る
楼
な
単
に
で
も
な
れ
ば
'
物
償
騰
貴
を
妨
げ
る
事
借
は
'
そ
れ
"L1け
'
取
-
去
ら
れ
る
事
に
な
る
で

あ
ら
う
が
'
そ
れ
が
果
し
て
事
案
上
可
能
で
あ
る
か
と
言
ふ
事
は
'
複
本
位
制

へ
の
運
動
の
失
敗
史
を
想
ふ
暗
'

容
易
に
速
断
を
許
さ
ぬ
で
あ
ら
う
｡
之
に
反
し
'
世
界
の
主
要
国
が
免
襖
を
再
び
停
止
し
た
る
真
～
に
荏
溝
口
を

過
ご
し
'
再
び
金
の
償
促
を
低
下
せ
し
め
､
そ
の
異
常
的
に
低
下
し
た
る
金
債
位
を
基
準
と
し
て
解
禁
を
行
ふ
様
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な
事
が
あ
る
L･.
ら
ば
'
其
の
間
に
於
け
る
経
済
交
通
や
分
配
の
捷
乱
は
勿
論
の
事
､
更
に
'
大
戦
後
の
苦
情
を
繰

返
す
事
に
L･t
る
で
あ
ら
う
O

以
上
は
飽
-
ま
で
'
｢
単
な
る
長
期
景
気
波
動
諭
の
戒
角
よ
り
｣
せ
る
管
見
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
'
現
賓
の

世
界
恐
慌
の
異
相
が
'
其
の
他
の
諸
々
の
視
角
か
ら
の
研
究
と
併
せ
て
は
ぢ
め
て
理
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
事
を

否
定
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
.
又
我
々
は
'
長
期
景
気
波
動
を
似
て
'
大
健
に
於
て
'
少
-
と
も
十
九
世
紀

後
年
以
後
常
に
同

一
の
法
則
(そ
の
法
則
の
支
靴
を
呼
び
超
す
原
因
で
は
な
-
)
に
支
配
さ
れ
て
偶
然
麹
動
と
し
て
起
れ
る
も

の
と
見
た
の
1で
あ
る
が
'
然
し
其
の
事
は
'
-
つ
し
た
同

1-
の
法
則
の
支
離
の
TFr
に
鼻
-
つ
つ
め
る
も
の
の
あ
る

事
を
否
定
す
る
も
の
で
は
i
l

d
J

い
O
贋
は
'
基

のl
舜

ト

ノ

つ
つ

あ
る
も
の
こ
そ
.
輿

に

排

日

や
ら

叫

か

べ

き
t(
J

あ

ら

･
り
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